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復興・再生に組合員の力を結集しよう
ओ ͳ ه 事 平 成 2 8 年 度 通 常 総 会 を 開 催

平成 2 8 年度通常総会表彰式を開催
平成 2 8 年 度通常総会懇親会を開催
熊本地震被災地に水道施設応急復旧班を派遣



　平成28年度の“みやかん”の表ࢴには、「2015仙台市下水道フェア児ಐ・生ెֆ画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとしたֆ画コンクールが行われています。

表ࢴֆ画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

小河　ָさΜ
（仙台市立台ݪ小学２ߍ೥ੜ）
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・平成28年度通常総会を開催ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥１
・平成28年度通常総会表彰式を開催ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥３
・平成28年度通常総会懇親会を開催ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥４
・熊本地震被災地に水道施設応急復旧班を派遣ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥５
・平成28年度組合近況報告会を開催ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥７
・宮城県管工事業協同組合連合会平成28年度通常総会開催ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥８
・日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換会開催ʜ ̥10
・青年部コーナーʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥14
・お知らせ「地域建設産業活性化支援事業」ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥15
・仙台と言えばʜ「秋保温泉」ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥17
・̥̪Ｍくんのこれ知ってる？ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥18
・組合のうごきʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥19
・組合員のうごきʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥23
・理事（役員）会報告ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥25
・国੫だよりʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥31
・健康だよりʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥33
・広瀬川に架かる橋を訪ねてʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥34
字コーナーʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ׽・ݵ・ ̥35
・編集歳時記ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̥36

˓ཪ表ࢴ広告「日之出水道機器 株式会社」
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お࿳びと訂正
　平成28年若草号「今月の表ࢴ」の作者名にޡりがありました。お࿳び申し上げますとともに
下記のとおり訂正させて頂きます。

　（正）中出　႗雅　　　　（ޡ）中出　๟雅
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多くの組合員の方々に出席頂きました

　５月20日（金）、仙台市青葉区の勝山館「彩雲」において、平成28年度
通常総会を開催したところ、組合員114名（委任状35名、書面議決24名
を含む）が出席した。
　午後１時30分、司会の千葉総務課長から、出席組合員数が法定数を満
たし、総会が適法に成立していることが報告され、渡辺理事長から次の
ような挨拶があった。
　「先月、熊本地方において大地震が発生し、多くの尊い命が失われ、
また、未だ避難生活を強いられている方々が多数おられることに、心よ
りお悔やみとお見舞いを申し上げる。東日本大震災を経験した身として
は、あの時の記憶が鮮明によみがえり、大変辛い気持ちになった。皆さ

平成28年度通常総会を開催
～第43期理事長に渡辺皓氏が再選～

渡辺理事長

んも同じ気持ちだったことと思う。私ども宮管組合は、仙台市水道局から被災地の水道施設復旧にあ
たる応急復旧班出動の要請があったため、組合員４社の協力を得て、合計24名を現地へ派遣した。快
く承引頂いた組合員企業の皆様には心より御礼を申し上げる。
　また、全管連から熊本地震被災地に対する義援金の協力依頼があり、過日、組合員の皆様に義援金
を募集させて頂いたところ、100万円を超える義援金をお寄せ頂いた。早速、被災地に贈らせて頂く。
　さて、平成27年度事業については、組合員皆様のご協力とご尽力のお陰で当初の計画どおり実行で

き、決算においては予算を上回る
成績を上げることができた。その
結果、出資配当金、利用分量割り
戻しを実施させて頂くこととなっ
たことに、心から感謝申し上げた
い。」
　続いて、総会の議長に㈲内海工
業所の内海透氏（当組合副理事
長）、副議長に日新設備㈱仙台支
店の山家吉治氏が就任して議案の
審議に入り、セーフティネット基
金の創設等を含め、第１号議案か
ら第６号議案まで全て原案どおり
可決した。

　第７号議案の役員改選では連記式無記名投票による選挙を実施し、当選した理事14名（員外理事２
名含む）と監事３名は、その場で就任を承諾した。
　なお、理事選挙後に臨時理事会を開催し、第43期理事長に渡辺皓氏（中央管工業㈱）が再選された
外、別記のとおりそれぞれ決定した。
　議案項目は次のとおり。
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第１号議案　平成27年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計算書・収支決算書及び剰余
金処分案承認の件

第２号議案　平成28年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
第３号議案　役員報酬決定の件
第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
第５号議案　平成28年度組合新規加入者の加入金決定の件
第６号議案　平成28年度借入金最高限度額決定の件
第７号議案　役員改選の件

第43期役員（敬称略）

　　　　理 事 長　渡　辺　　　皓（再任）　中央管工業 株式会社
            副理事長　内　海　　　透（再任）　有限会社 内海工業所
            　 同　　  佐　竹　毅　彦（再任）　株式会社 金華工業商会
            専務理事　藤　井　秀　男（再任）　宮城県管工業協同組合
            常務理事　吉　田　秀　之（再任）　宮城県管工業協同組合
            理　　事　外　山　佳　嗣（再任）　仙台ガス水道工業 株式会社    
            　 同　　  菅　原　雅　美（再任）　株式会社 同和設備工業所
            　 同　　  小　林　照　和（再任）　株式会社 興盛工業所
            　 同　　  渡　辺　好　啓（再任）　渡辺建設工業 株式会社
            　 同　　  井　上　　　環（再任）　井上設備工業 株式会社
            　 同　　  赤　間　勇一郎（再任）　株式会社 赤間総業
            　 同　　  松　岡　清　一（再任）　株式会社 松清産業
            　 同　　  本　山　耕　三（再任）　本山振興 株式会社
            　 同　　  小　野　修　司（新任）　全栄興業 株式会社
            監　　事　武　田　正　晃（再任）　株式会社 日幸商會
            　 同　　  中　鉢　　　丹（再任）　株式会社 いづみ衛生施設工業
            　 同　　  大　浦　　　明（新任）　株式会社 仙塩管工事センター

　　　　相 談 役　井　上　恭　司          　井上設備工業 株式会社
            　 同　　  手　戸　喜　郎                             
            　 同　　  蔵　田　博　之

日本鋳鉄管㈱特約販売店

株式会社 エヌ・シー・ケイ 東北営業所

　　　代表取締役　南　部　義　明
（本　　　社）〒136-0071 東京都江東区亀戸 1 −11− 3  電話 03（3684）5171（代）  FAX03（3684）5130
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山 4 − 1 − 2  電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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　５月20日（金）、勝山館「彩雲」において、通常総会表彰式が執り行われた。
　午後５時20分、小島工事部次長の司会で開式し、表彰状と顕彰状、感謝状がそれぞれ授与された。
　各受賞者は次のとおり。（敬称略）

優良公認排水設備工事業者表彰

業界功労者に対する顕彰

◎仙台市水道事業管理者より、指定給水装置工事優良
事業者に表彰状の授与と記念品の贈呈

　　藤倉設備工業 株式会社
　　株式会社 タゼン
　　関兵施設工業 株式会社
　　有限会社 泰光住建

◎仙台市水道事業管理者より、地元密着型水道修繕登
録店に感謝状と記念品の贈呈

    
　　株式会社 Ｅ・Ｓ水道工事
　　株式会社 宮城日化サービス
　　藤倉設備工業 株式会社
　　株式会社 松清産業
　　エス・ケー・シー・リハウス 有限会社 スピリッツ

◎仙台市長より、優良公認排水設備工事業者に表彰状
の授与と記念品の贈呈

　　有限会社 佐孝組

◎理事長より、業界功労者に対する顕彰状の授与と記念品の贈呈
 
　　平成27年度仙台市技能功労者表彰
　　　遠　藤　　　豊（住設工業 株式会社）

◎理事長より、平成27年度資材利用協力組合員に感謝
状と記念品の贈呈

　　　株式会社 日幸商會
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仙台市議会岡部議長（左）、宮城県議会長谷川副議長（右）

仙台市　髙橋水道事業管理者

平成28年度通常総会懇親会を開催

　５月20日（金）、勝山館「瑞雲」において、通常総会後の懇親会を開催した。
　午後６時、千葉総務課長の司会で開会し、はじめに渡辺理事長から、「本日の総会において、宮管
組合独自のセーフティネット基金を創設することに満場一致で賛同頂いた。また、来春は組合創立70
周年を迎える。平成28年度は例年以上に繁忙を極めることになると思うが、一致団結して事業の推進

仙台市　小高建設局次長 中央会　今野会長

を図って参るので、なお一層のご指導・ご協力を
お願いしたい。」と挨拶があった。
　次に、ご来賓を代表して髙橋新悦仙台市水道事
業管理者、仙台市建設局長（代理：小高睦次長）、
宮城県中小企業団体中央会の今野敦之会長からご
祝辞を頂戴した。続いて、長谷川洋一宮城県議会
副議長と岡部恒司仙台市議会議長のお二方にご挨
拶頂き、宮城県建設産業団体連合会会長（代理：
河合正広理事）の乾杯の発声で祝宴に入った。
　懇親会は終始和やかな雰囲気に包まれ、午後７
時40分、藤井専務理事による中締めで盛会のうち
に散会した。

宮城県建産連　河合理事

和やかな懇親会となりました
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熊本地震被災地に水道施設応急復旧班を派遣

この度の熊本地震で被災された方々に心よりお見舞い
申し上げますとともに、亡くなられた方々のご冥福を
お祈り申し上げます。

　４月14日（木）午後９時26分頃に発生した熊本県熊本地方を震源とする最大震度７の地震（前震）
と16日（土）午前１時25分頃に発生した最大震度７の地震（本震）によって上下水道・電気・ガスな
どのライフラインが甚大な被害を受け、熊本・大分・宮崎・福岡・長崎・佐賀・鹿児島の７県で最大

44万５千戸が断水した。
  度重なる余震の影響もあってライフラインの
復旧に遅れが生じていることから、日本水道協
会救援対策本部は、４月24日（日）に全国で38
班の水道応急復旧班を要請し、その内２班の出
動を要請された同協会東北地方支部の仙台市水
道局から、当組合に対して応急復旧班（２班）
出動の協力要請があった。
　この要請に対して、「災害時における水道施
設復旧等応援活動に関する要綱」（平成16年８
月12日改訂版）に定める配水管部会（仙台市配
水管工事業協会で組織・渡辺毅浩会長）から、
第１次隊として中央管工業㈱と渡辺建設工業

㈱、第２次隊として佐静建設㈱と㈱ユーワ技研が出動することとなった。先陣を切る第１次隊は渡辺
毅浩氏（中央管工業㈱）を団長とする12名で編成し、野宿覚悟でテントや寝袋、食料品等を準備し、
またダンプ等の工作車両を急遽手配した。
　４月26日（火）午前10時から仙台市水道局構
内において第１次隊の出発式が行われ、はじめ
に髙橋新悦仙台市水道事業管理者が「現地の情
報が少なく、余震も続く中での復旧となるの
で、十分気を付けて作業を行ってもらいたい。
また、気温が高く、雨も降っているようなので、
健康管理にも留意して頂きたい。」と挨拶され、
続いて、当組合の渡辺理事長から「二次災害の
対策にも気を配りながら日頃培った技術力を遺
憾なく発揮してもらい、全員無事で帰ってきて
ほしい。」と挨拶があった。次に、第１次隊を
代表して仙台市水道局南配水課の高橋満主査が

「東日本大震災の際の支援に対する感謝の意を

出発式の様子

仙台市水道局を出発
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込めて頑張って参りたい。」と決意を表明し、熊本に向けて出発した。

フェリーの中でミーティング 約48時間かけて現地へ到着

　連日、第１次隊から携帯電話で現地の様子や復旧作業の状況が伝わってくる中、佐藤健氏（佐静建
設㈱）を団長とする第２次隊12名も装備品を整え、５月２日（月）に仙台港から出発した。
　第１次隊、第２次隊ともフェリーと陸路を使い、仙台出発から約48時間かけて現地に入った。現地
では、既に配水本管の修繕がほぼ終了していたことから、主に宅地内給水管の修繕工事を行うことに
なった。工事が終わると、「直してくれて、ありがとう！」と声をかけられたり、また「暑い中、ご
苦労さまね！」と飲み物などの差し入れを頂いたりするなど、住民の方から大変感謝された。

復旧作業の様子（中央管工業㈱） 復旧作業の様子（渡辺建設工業㈱）

復旧作業の様子（㈱ユーワ技研） 復旧作業の様子（佐静建設㈱）
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宮管組合近況報告会を開催

　４月25日（月）午前11時から仙台市青葉区の「パ
レスへいあん」において、当組合の近況について
報告会を開催し、役員のＯＢと現職等31名が出席
した。
　今年で２回目となるこの報告会は、宮管組合の
今日があるのは、諸先輩方が築かれてきた組合の
基礎と歴史があればこそであり、当日は懐かしい
面々も顔を揃えた。
　冒頭、渡辺理事長から挨拶があり、出席者の紹
介が行われた後報告会に入り、平成27年度の決算
状況を説明し、続いて新たに創設するセーフティ
ネット基金の概要、来年度に予定している当組合

決算状況等が報告されました

の創立70周年記念の概要、同じく来年度に予定している全管連総会・全国大会（東北ブロック岩手県
開催）等について報告された。
　続いて食事会に移り、井上恭司相談役から乾杯の発声を頂き、食事をしながら和やかに歓談した。
　なお、当日の出席者は下記のとおり。（順不同・敬称略）

　　井上　恭司　相談役（井上設備工業㈱） 渡辺　　皓　理事長（中央管工業㈱）
　　手戸　喜郎　相談役 内海　　透　副理事長（㈲内海工業所）
　　蔵田　博之　相談役 佐竹　毅彦　副理事長（㈱金華工業商会）
　　渡辺　　茂　元副理事長 藤井　秀男　専務理事
　　大泉　敏男　元副理事長（㈱北栄工業所） 吉田　秀之　常務理事
　　相澤十四男　元副理事長（㈱相澤設備） 千葉　文雄　常務理事
　　佐藤　　勉　元理事（㈱細川設備工業所） 外山　佳嗣　理事（仙台ガス水道工業㈱）
　　小倉　正典　元理事（㈱仙塩管工事センター） 菅原　雅美　理事（㈱同和設備工業所）
　　金子　　正　元常務理事 小林　照和　理事（㈱興盛工業所）
　　扇　　　功　元理事（藤倉設備工業㈱） 渡辺　好啓　理事（渡辺建設工業㈱）
　　松永　　健　元理事 井上　　環　理事（井上設備工業㈱）
　　小野寺宏允　元理事（本山振興㈱） 赤間勇一郎　理事（㈱赤間総業）
 松岡　清一　理事（㈱松清産業）
 本山　耕三　理事（本山振興㈱）
 武田　正晃　監事（㈱日幸商會）
 中野　秀夫　監事（㈲丸安設備工業）
 中鉢　　丹　監事（㈱いづみ衛生施設工業）

 小川　憲昭　扇町本部長
 千葉　史規　総務課長
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宮城県管工事業協同組合連合会平成28年度通常総会開催

　５月27日（金）、気仙沼市のサンマリン気仙沼ホテル観洋において、宮城県管工事業協同組合連合会
（略称：宮管連）の平成28年度通常総会が開催され、会員等27名が出席した。
　午後３時30分、当組合（宮管連事務局）の千葉総務課長の司会で開会し、はじめに渡辺会長（当組
合理事長）から、「あの震災から５年が経過したが、沿岸部の完全復興までには、まだまだ時間が必
要な状況だと感じている。このような中、４月に熊本地震が発生した。日水協本部からの被災地水道
施設の応急復旧班の出動要請を受けて、宮城県管工業協同組合と石巻広域管工事業協同組合には、そ
れぞれ９日～ 11日間にわたる行程で現地の復旧作業に尽力頂いた。また、全管連から依頼のあった
義援金については、会員皆様からの善意のご協力により、総額177万５千円という多額の義援金をお
寄せ頂いた。この義援金は、早速全管連を通じて被災地に贈らせて頂く。会員皆様のご協力に改めて
御礼を申し上げたい。」との挨拶があった。
　続いて、出席会員の報告と来賓紹介が行われた
後、渡辺会長が議長に就任して議案の審議に入っ
た。議事では、宮管連の吉田専務理事（当組合常
務理事）から各議案の提案説明がなされ、全て満
場一致で原案どおり可決された。
　第８号議案の役員改選の件は指名推選と決し、
白石市管工事業協同組合の髙橋理事長と気仙沼管
工業協同組合の熊谷理事長、宮城県管工業協同組
合の内海副理事長が選考委員を務め、理事11名、
監事２名を選考、指名を受けた各氏は満場一致の
賛同を得て、その場で就任を承諾した。

［議案項目］
第１号議案　平成27年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計算書・収支決算書及び剰余　　　　　　

金処分案承認の件
第２号議案　平成28年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
第３号議案　役員報酬決定の件
第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
第５号議案　平成28年度新規加入者の加入手数料決定の件
第６号議案　平成28年度借入金最高限度額決定の件
第７号議案　定款一部変更の件
第８号議案　役員改選の件
第９号議案　字句の一部修正委任の件

［第12期役員］
会　　長　渡　辺　　　皓　氏（再任）宮城県管工業協同組合理事長
副 会 長　星　　　　　進　氏（再任）石巻広域管工事業協同組合理事長

同 　内　海      　透　氏（再任）宮城県管工業協同組合副理事長
専務理事　吉　田　秀　之　氏（再任）宮城県管工業協同組合常務理事
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理　　事　髙　橋　良　夫　氏（再任）白石市管工事業協同組合理事長
同 　熊　谷     　 功　氏（再任）気仙沼管工業協同組合理事長
同 　大　友　和　弘　氏（再任）多賀城市管工事業協同組合理事長
同 　佐　竹　毅　彦　氏（再任）宮城県管工業協同組合副理事長
同 　佐　藤　政　志　氏（再任）大崎市管工事業協同組合理事長
同 　千　葉　信　宏　氏（再任）登米市管工事業協同組合理事長
同 　佐　藤　康　浩　氏（新任）名取市管工事業協同組合理事長

監　　事　今　野　勝　秀　氏（再任）石巻広域管工事業協同組合専務理事
同 　千　坂　直　人　氏（再任）大崎市管工事業協同組合副理事長

　総会終了後、午後６時から表彰式と懇親会が行われ、会員及び来
賓等50名が出席した。渡辺会長の挨拶の後、業界功労者に顕彰状、
優良従業員に表彰状がそれぞれ授与された。
　次いで、開催地を代表して、気仙沼管工業協同組合の熊谷理事長
から歓迎の挨拶があり、続いて来賓を代表して、気仙沼市長（代理：
赤川郁夫副市長）、日本水道協会東北地方支部長（代理：仙台市水
道局　髙橋修給水部長）、熊谷伸一気仙沼市議会議長から祝辞を頂
いた後、日本水道協会宮城県支部長（代理：石巻地方広域水道企業
団　佐々木徹事務局次長）の乾杯の発声で懇親会が開宴した。 気仙沼　熊谷理事長

仙台市水道局　髙橋給水部長 熊谷気仙沼市議会議長赤川気仙沼副市長

　懇親会は和やかに歓談し、廿一田植踊保存会の皆さんによる「廿一田植踊」の余興が披露される等、
大いに盛り上がった。午後８時20分、来年の総会開催地組合である登米市管工事業協同組合の千葉理
事長による挨拶と三本締めで散会した。
　当日の各表彰受賞者は次のとおり。（敬称略）

［業界功労者］
　宮城県青年技能者表彰　　伊　藤　勇　磨　宮城県管工業協同組合（以下、宮管）
　仙台市技能功労者表彰　　遠　藤　　　豊　住設工業 株式会社（宮管）

［優良従業員］
　　小　山　昌　浩　株式会社 澤井製作所（気仙沼管工業協同組合、以下：気仙沼）
　　藤　田　敏　則　株式会社 澤井製作所（気仙沼）
　　梶　原　芳　和　株式会社 三協住設（宮管）
　　山　本　榮　治　多賀城市管工事業協同組合
　　福　山　睦　男　ウエノ設備 株式会社（宮管）
　　佐々木　康　彦　株式会社 村上瓦斯工業所（宮管）
　　角　川　　　忠　株式会社 三浦組（宮管）
　　佐　藤　直　樹　山元工業 株式会社（宮管）
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日本水道協会東北地方支部幹事都市管理者と全国管工事業協
同組合連合会東北ブロック各県支部長との意見交換会開催

　４月15日（金）、仙台市宮城野区の「仙台ガーデンパ
レス」において、日本水道協会（略称：日水協）東北
地方支部幹事都市管理者と全国管工事業協同組合連合
会（略称：全管連）東北ブロック各県支部長との意見
交換会が開催され、日水協東北地方支部より25名と全
管連東北ブロックより24名が出席した。
　午後４時、全管連東北ブロック事務局の千葉総務課
長が開会を宣し、はじめに全管連の渡辺皓副会長（当
組合理事長）から、次いで日水協東北地方支部長（仙
台市長）に代わって髙橋新悦仙台市水道事業管理者か
ら挨拶があった。

髙橋仙台市水道事業管理者から挨拶

　その後、全管連東北ブロックから提出した各議題に対して、日水協東北地方支部から次のとおり
見解が示された。

（１）水道基幹管路等水道施設耐震化の現状と今後の取り組みについて
　平成27年12月24日付で平成26年度水道事業における耐震化の状況が公表されました。
　これによりますと、①基幹管路における耐震管及び耐震適合性のある管の状況　②基幹管路の耐震
化の状況　③浄水施設の耐震化率　④配水池の耐震化率の状況は下表のとおりです。

　水道基幹管路等水道施設の耐震化率

　国の国土強靭化基本計画及び同アクションプラン2014では、水道施設について基幹管路の耐震適合
率を平成34年度までに50％以上に引き上げる目標を掲げています。
　厚生労働省としても水道事業者における耐震化の取り組みを支援するため「水道耐震化計画策定指
針」を改定し、その普及に努めていくことと伺っております。
　このような水道基幹管路等水道施設耐震化の現状と国の方針を踏まえて、東北管内の水道施設の耐
震化が今後どのように進んでいくのかについてご教示頂きたく、宜しくお願い致します。

基幹管路 ③浄水施設 ④配水池

①耐震適合率 ②耐震化率 耐震化率

青 森 県 ４７.８％ ３７.４％ ２１.８％ ３９.０％

岩 手 県 ４６.２％ ２０.７％ ２６.０％ ３６.３％

宮 城 県 ４６.５％ ３０.６％ ８.６％ ３２.７％

秋 田 県 ２４.２％ １６.５％ ３２.０％ ４１.４％    

山 形 県 ４３.４％ ３０.１％ １５.３％ ４２.３％

福 島 県 ４２.８％ １５.３％ ２３.５％ ３１.１％

東北平均 ４０.５％ ２３.８％ １９.４％ ３５.６％         

全国平均 ３６.０％ ２２.５％ ２３.４％ ４９.７％
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（１）に対する日水協の見解
　東北地方の耐震化率は、基幹管路に関しては全
国平均を上回っているものの、全国平均を下回る
地域もみられる。また、浄水施設や配水池の耐震
化率は、全国平均を下回っている状況である。
　地震により浄水施設や基幹管路が被災すると甚
大な被害を及ぼすことから、速やかに耐震化を進
めていく必要があると考えている。
　今後、各水道事業者では、施設の経年化により
老朽施設や老朽管がますます増えていくため、計
画的かつ効率的な更新が必要となる。また、主要
な浄水場なども老朽化が進んでおり、震災の教訓

全管連東北ブロックから提出した議題の説明

を踏まえた適切な耐震化が求められている。
　震災以降、復旧・復興に全力で取り組んできたが、水道システム全体の強靱化には、基幹構造物の
耐震化と管路の更新・耐震化をバランスよく進めていく必要がある。このため、適切な維持管理や計
画的な施設更新の実施により、ライフサイクルコストの減少と全体事業費の平準化を図るアセットマ
ネジメントの取り組みを着実に進めていく必要があると考えている。
　このように計画的な管路更新や耐震化を進めるためには、国や関係機関などに、耐震化に関する補
助制度の更なる拡充を働きかけるとともに、新たな管路更新手法の検討や官民連携の強化を推進し、
アセットマネジメントの考え方を踏まえて、計画的に更新事業や耐震化を進めていく必要があると考
えている。

（２）地元企業育成を視野に入れた発注について
　水道関係業務を生業とする地元企業が日々工事や維持管理を担い、その中で若い人を雇用し、技術
の継承に努め、世代を繋ぎながら水道事業体の信頼を得て地域に根付いて存続していく、このことが
災害時に大きな力を発揮するのみならず、日常における住民の皆様にとっても非常に大切なことと思
います。
　そういう観点から、「将来にわたる公共工事の品質確保とその中長期的な担い手の確保」を目的と
して、品確法の改正をはじめとする担い手３法が施行されたものと考えております。
　改正点はいずれも重要な項目ですが、その中でも地元の事情に明るい中小企業等による安定受注を
目指した「地域における社会資本の維持管理に資する方式」が示されており、私たちの業界にとりま
してもその運用に大きな期待を寄せているところです。様々な手法が考えられるところですが、地元
企業の安定受注に向け具体的にどのようなお考えをお持ちなのか、水道事業体の皆様のご意見をお聞
かせ頂けますようお願い致します。

（２）に対する日水協の見解
　「地域における社会資本の維持管理に資する方式」については、「複数年契約」、「包括発注」、事業
協同組合方式等の「共同受注」が挙げられる。
　地元企業の安定受注に向け、各事業体の状況に応じて事業協同組合方式の「共同受注」を中心に様々
な施策を講じていると認識している。また、担い手３法の成立により、水道事業においても、これま
で以上に「複数年契約」や「共同受注」を導入する事業体が出てくる可能性があると考えている。
　その一方で、維持管理等を含んだ「包括発注」については、水道事業体の状況により採用するケー
スが出てくる可能性はあるものの、維持管理上の難しい課題も含んでいることから、各事業体の判断
に委ねられるものと考えている。
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　なお、仙台市では、水道事業の企業会計上、可能な債務負担行為による「複数年契約」については、
発注工事の平準化等のために数年前から管路工事で実施している。また、事業協同組合方式の「共同
受注」については、修繕工事において24時間対応可能な宮城県管工業協同組合に通年で受注して頂き、
正確で迅速な対応をして頂いているところである。これらの契約方式については、今後も同様の形態
で継続していく予定である。

（３）工事発注の平準化について
　国土交通省から、平成26年度における工事の平準化に関する調査結果が示されましたが、仕事量が
最大の月と最小の月の差は、民間工事が1.2倍なのに対し、国の工事は1.7倍程度、自治体では2.3倍に
もなっていました。一方、昨年の調査では47都道府県のうち12団体が平準化の観点から、債務負担行
為を活用しているとの回答を得ています。
　言うまでもなく、年間を通して安定的に働くことができる環境が整備されると、人材、機材の効率
的な活用が可能となり、それが業界で働く技術者・職人の処遇改善にも繋がり、その結果、若年労働
者の入職や技術の継承が期待できるようになり、将来に向けた展望が開けてくるものと考えます。
　逆に、一時期にまとまって発注されますと、地元企業が受注しきれず、仕事量に大きな波ができる
ことで人的労働力の効率が低下し、結局体力を消耗していくということになります。
　以上の点から、受注側の企業と致しましては工事発注の平準化を是非お願いしたいところでござい
ますが、水道事業体としてはどのようにお考えなのか、ご見解をお聞かせ頂けるようお願い致します。

（３）に対する日水協の見解
　昨年改正された「公共工事の品質確保の促進に関する法律」において、発注者には品質の確保と担
い手の育成・確保を目的とした工事の計画的な発注と適切な工期設定が求められている。また、国土
交通省からは債務負担行為の積極的な活用により、発注・施工時期等の平準化に取り組むように通達
が出されているところである。
　仙台市では、平成22年度から複数年度に跨って工事を発注する債務負担行為の活用を開始し、平成
25年度からは限られた技術者数で管路更新事業のベースアップを図るため、発注ロットの大型化に取
り組んでいるところである。
　また、単年度工事については、前年度からの繰越工事が完了する時期を考慮して計画的に発注を行
うなど、発注時期の平準化にも取り組んでいる。今後は、これらを適切に組み合わせながら安定した
現場の稼働を確保し、管路の更新・耐震化事業の円滑な進捗を図りたいと考えている。

　以上のとおり、全管連東北ブロックからの提出事項に対する日水協東北地方支部の見解等が示され、
意見交換会を終了した。
　なお、双方の出席者は次のとおり。

※出席者（順不同・敬称略）
日水協東北地方支部（◎地方支部長都市）
◎仙台市            　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　　髙　橋　新　悦
　青森市            　　　　公営企業管理者企業局長　　　　　　　　相　馬　政　美
　八戸圏域水道企業団　　副企業長　　　　　　　　　　　　　　　古　川　　　勳
　秋田市　　　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　　髙　橋　洋　樹
　能代市　　　　　　　　都市整備部長　　　　　　　　　　　　　白　山　正　人
　盛岡市　　　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　　平　野　耕一郎
　滝沢市            　　　　上下水道部長　　　　　　　　　　　　　齋　藤　善　則
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　山形市            　　　　　　上下水道事業管理者　　　　　　　　　長谷川　博　一
　米沢市            　　　　　　上下水道部長　　　　　　　　　　　　宍　戸　義　宣
　石巻地方広域水道企業団　　事務局長　　　　　　　　　　　　　　佐々木　功　一
　多賀城市　　　　　　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　佐　藤　敏　夫
　郡山市            　　　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　小　野　利　信
　福島市　　 　        　　　　水道事業管理者　　　　　　　　　　　冨　田　　　光
　青森市            　　　　　　企業局水道部総務課主幹　　　　　　　村　田　幸　長
　秋田市　　　　　　　　　　上下水道局総務課長　　　　　　　　　金　森　久　幸
　山形市            　　　　　　上下水道部総務課係長　　　　　　　　菅　原　　　真
　米沢市　　　　　　　　　　上下水道部水道業務課長　　　　　　　鈴　木　隆　宣
◎仙台市　　　　　　　　　　水道局次長兼総務部長　　　　　　　　松  岡    　　仁
　　同　　　　　　　　　　　水道局次長　　　　　　　　　　　　　福　原　嘉　朗
　　同　　　　　　　　　　　水道局給水部長　　　　　　　　　　　髙　橋　　　修
　　同　　　　　　　　　　　水道局浄水部長　　　　　　　　　　　桂　島　　　剛
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部参事兼総務課長　　　　　佐　藤　敦　史
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係長　　　　　千　枝　真　治
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係主任　　　　齋  藤　　    誠
　　同　　　　　　　　　　　水道局総務部総務課研修係主任　　　　青　山　智　哉

全管連東北ブロック（◎ブロック代表）
◎宮城県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　渡　辺　　　皓
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　星　　　　　進
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　内　海　　　透
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　髙　橋　良　夫
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　大　友　和　弘
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　佐　竹　毅　彦
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　佐　藤　政　志
　　同　　　　　　　　　　　　　　監事　　　　　　　　　　　　　今　野　勝　秀
　　同　　　　　　　　　　　　　　監事　　　　　　　　　　　　　千　坂　直　人
　青森県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　北　向　幸　吉
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　小田切　　　博
　岩手県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　佐々木　英　樹
　　同　　　　　　　　　　　　　　事務局長                        　　　鎌　田　豊　稔
　秋田県管工事業協同組合連合会　　理事長　　　　　　　　　　　　高　橋　正　男
　　同　　　　　　　　　　　　　　副理事長　　　　　　　　　　　宮　田　正　美
　　同　　　　　　　　　　　　　　副理事長                        　　　斉　藤　　　誠
　　同　　　　　　　　　　　　　　理事　　　　　　　　　　　　　本　多　秀　文
　山形県管工事業協同組合連合会　　会長　　　　　　　　　　　　　鹿　野　淳　一
　　同　　　　　　　　　　　　　　専務理事　　　　　　　　　　　白　田　眞　人
　福島県管工事協同組合連合会　　　会長　　　　　　　　　　　　　松　原　文　司
　　同　　　　　　　　　　　　　　副会長　　　　　　　　　　　　曳　地　敏　幸
　事務局（宮城県管工業協同組合）　専務理事　　　　　　　　　　　藤　井　秀　男
　　同　　　　　　　　　　　　　　常務理事                        　　　千　葉　文　雄
　　同　　　　　　　　　　　　　　総務課長　　　　　　　　　　　千　葉　史　規
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青年部コーナー

平成27年度卒業式を開催

卒業式実行委員長　神田　和隆（㈲明和設備工業）

　３月19日（土）、仙台市青葉区のライブハウス「ケントス」において、
宮管青年部卒業式が開催された。氏家利明氏（ミノワ設備工業㈱）、小
林照和氏（㈱興盛工業所）、大浦明氏（㈱仙塩管工事センター）の３名
の卒業に会員27名が集まった。ただ、非常に残念ながら小林氏は、イン
フルエンザの為、急遽欠席となった。

郷古会長
　阿部一貴委員（三豊工業㈱）と佐
藤大樹委員（佐孝組㈲）の司会で進

氏家氏（右）へ佐藤会員からの送辞

大浦氏（右）へ渡辺会員からの送辞

中締めの万歳三唱

行し、はじめに郷古孝雄会長（㈲藤英工業）の挨拶があり、続い
て、会長から卒業証書が授与された後、扇俊介副会長（藤倉設備
工業㈱）の乾杯の発声で開宴となった。
　「キャデラック」によるバンド演奏で非常に盛り上がりを見せ
たのち、送辞・答辞が行われた。
　送辞では、佐藤敏昭会員（仙興設備㈱）から氏家氏に対して、
青年部活動での愉快な思い出話と感謝の言葉があり、氏家氏の答
辞では、青年部での思い出が語られ、後輩達へ期待を込めたエー
ルが送られた。
　続いて、大浦氏に対する渡辺啓一郎会員（渡辺建設工業㈱）の
送辞は、青年部活動の中での感動の思い出話と感謝の言葉があり、
大浦氏の答辞では、青年部の思い出と後輩達へのエールが述べら
れた。
　その後、渡辺毅浩相談役（中央管工業㈱）より、お二人へ花束
の贈呈が行われ、私、神田が万歳三唱で中締めをさせて頂き、恒
例の会員によるハンドアーチの中、氏家氏・大浦氏の両名が退場
し、散会となった。
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お知らせ
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仙台と言えば… 「秋保温泉」

平成８年６月、宮城県支部が担当した全国管工事業協同組合連合会の通常総会・全国大
会も、この「秋保温泉」を会場に開催しました。

　初夏の日差しと緑がまぶしい季節になりました。
　今年の新春号で、「作並温泉」をご紹介しましたが、今回は、それと並んで有名な、“Ｇ７仙台財務大臣・
中央銀行総裁会議”（平成28年５月20日・21日）が行われた仙台市太白区の「秋保温泉」をご紹介します。
　ちなみに、前述の会議は三重県志摩市で開催された“Ｇ７伊勢志摩サミット”（平成28年５月26日・
27日）の関係閣僚会合として、「秋保温泉」ホテル佐勘を主会場に開催されました。

□秋保の地名の由来
　地元の人は、当たり前のように読んでしまう「あきう」ですが、知らない方には難しい読み方。
　この秋保の由来は諸説がある。
　　①平安時代にこの地を治めていた「藤原秋保」という人物に由来。
　　②詩経・易経にある「百寿ノ秋ヲ保ツ」という長寿を意味する言葉に由来。
　　③秋保大滝は秋保の象徴であるが、アイヌ語では滝のことを「アボ」ということに由来。
　　④秋保の名は古くから知られ、「古今和歌集」や「新古今和歌集」等にも「秋保の里」と詠まれ

秋の景色が特に優れていることに由来。

□場所
  宮城県仙台市太白区秋保湯元。名取川とその流れに沿って通る二口街道沿いに､ 山々に囲まれて温
泉街がある。
　仙台市中心部のＪＲ仙台駅から国道48号線（仙台西道路、愛子バイパス）経由で約17㎞、30分程度
で着く温泉街という利便性もあって、宿泊のみならず日帰り温泉宿としても人気を博している。また、
仙台のコンベンション地区としても機能している。

□歴史
　古墳時代には既に温泉があったという説もあり、奥州最古の開湯場として知られている。
　第29代欽明天皇（在位：531 ～ 539年）が皮膚病（天然痘）に罹り、治癒を祈祷すると、秋保の温
泉を湯浴みすると良いと告げられたため、温泉水を都に運ばせて沐浴したところ、数日後には治癒し
たと伝えられている。この時の喜びを「おぼつかな　雲の上まで　見てしかな

4

　鳥のみゆ
4 4 4 4

けば　跡か
たもなし」（な鳥のみゆ＝名取の御湯）と詠まれ、それ以来、「名取の御湯」と呼ばれるようになり、「拾
遺集」や「大和物語」等にも詠われ、また、皇室の御料温泉の一つとして「御湯」となり、日本三大
御湯といわれるようになった。
　平安時代から戦国時代にかけて、「秋保温泉」の湯守役が佐藤家（現在のホテル佐勘の先祖）で、
藩政時代に伊達家藩主の御殿湯が整備され、その管理も佐藤家が行っていた。
　源泉１つ、宿泊所も１つで、佐藤家だけが管理していたが、寛永２（1625）年に岩沼屋が、寛永７（1630）
年頃に水戸屋が佐藤家とそれぞれ縁を結ぶ形で旅籠を設けると、武士や庶民の利用が活発になり、多
くの人が訪れる湯治場となった。
        
□泉質・効能
　ナトリウム・カルシウム-塩化物泉
　リュウマチ、神経痛、創傷、皮膚病、貧血、婦人病
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

「宮城県の由来」
　明治４（1871）年の廃藩置県で「仙台藩」から「仙台県」となった翌年、「宮城県」が誕生しましたが、
その由来をご存知でしょうか？

　諸説ありますが、最も有力なのは、とても大事な場所という意味の「宮」の字と「多賀城」の「城」
の字から「宮城」という地名が出来たという説です。
　そのほか、朝廷が直接管理する建物や土地等を意味する「屯

み や け

倉」が「ミヤキ」となり「ミヤギ」に
変わったという説もあります。

・多賀城の起こり
　奈良時代（710 ～ 793年）の日本は、中央政府である朝廷を中心とした国づくりが進められていま
したが、東北地方には、それに反する蝦夷（えみし）と呼ばれる人々がいました。
　蝦夷を支配するために、天平14（742）年に、陸奥国に行政や軍事の要となる、中央政府の出先機関「多
賀城」を設けました。現在の多賀城市市川の辺りで、「遠

とお

の朝
み か ど

廷」とも言われた程、古代東北の政治
や文化の中心的な場所だったようです。
　また、「多賀城」近くの硯沢窯跡（現：宮城郡利府町）から、「多賀城」が置かれていたと考えられ
ている頃に作られた須恵器に“宮城郡”（宮城郡の文字の初出）や“宮木”の文字が見られること等から、
当時「多賀城」があった辺りは宮城郡と呼ばれていたと考えられています。
　なお、15世紀頃、宮城郡の範囲は、仙台市の大部分、多賀城市、塩釜市、七ヶ浜町、松島町、利府
町を含む広い地域に拡大していたそうです。

　ちなみに、「宮城」を「きゅうじょう」と読むと、天皇がいる場所という意味に
なります。
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組 合 の う ご き

３月１日（火）・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第１回団体交渉に藤井専務理事、吉田・
千葉両常務理事外対応

３月２日（水）・70周年記念誌第１回編集委員会開催
　　　　　　　①記念誌の表題（本のタイトル）について
　　　　　　　②発行時期について
　　　　　　　③製本サイズについて
　　　　　　　④作成部数及び配付先の目安について
　　　　　　　⑤見積発注先について
　　　　　　　⑥今後の作業工程について
　　　　　　　⑦その他
３月３日（木）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成27年度教育・研修及び福利厚生事業について
　　　　　　　　・マイナンバー制度に関する研修会実施報告
　　　　　　　　・給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会実施報告
　　　　　　　　・宮管親善ゴルフコンペ実施報告
　　　　　　　　・宮管親善ボウリング大会実施報告
　　　　　　　②平成27年度教育・研修及び福利厚生事業報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成28年度教育・研修及び福利厚生事業計画（案）について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①次回委員会の開催について
　　　　　　・㈱宮城県管工事会館第５回役員会に内海副理事長外出席
　　　　　　・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に藤井専務理事、小島

工事部次長出席
３月４日（金）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”若草号の発刊について
　　　　　　　②“みやかん”平成27年度収支決算見込並びに平成28年度収支予算（案）について
　　　　　　　③組合ホームページリニューアルについて（継続審議事項）
３月７日（月）・売掛適正化委員会開催
　　　　　　　①長期支払遅延組合員の現況について
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城によるオルグ（巡回交渉）に藤井専務理事、吉田・千葉両常務理事外

対応
３月８日（火）・平成27年度宮城県建設雇用改善推進委員会に渡辺理事長出席
３月10日（木）・３月度定例理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
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　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤売掛適正化委員会報告
　　　　　　　⑥70周年記念誌第１回編集委員会報告
　　　　　　　⑦資材利用組合員謝恩企画実施報告
　　　　　　　⑧組合員の脱退について
　　　　　　　⑨職員人事について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成28年度通常総会提出予定議案等について
　　　　　　　②㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　　　　　　　③労組の2016春季要求に対する回答方針について
　　　　　　　④セーフティネット基金について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換

会について
　　　　　　　②宮管近況報告会の予定
              　　③厚生科学審議会生活環境水道部会「水道事業の維持・向上に関する専門委員会」に

ついて
　　　　　　・宮城県立仙台高等技術専門校平成27年度修了証書授与式に内海副理事長出席
　　　　　　・東日本大震災関連シンポジウムに鈴木・関東両営業課長、菊地営業係長出席
３月17日（木）・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第２回団体交渉に藤井専務理事、吉田・

千葉両常務理事外対応
　　　　　　・組合運営／実践セミナーに千葉総務課長出席
３月19日（土）・船橋征吾氏（山形県管工事業協同組合連合会相談役）の旭日双光章受章祝賀会に渡辺

理事長出席
３月22日（火）・第１回厚生科学審議会生活環境水道部会「水道事業の維持・向上に関する専門委員会」

に渡辺理事長出席
　　　　　　・資材委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成28年２月分迄の資材販売実績報告
　　　　　　　②資材利用組合員謝恩企画実施報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管・管工事機材展示会について
　　　　　　　②組合員の資材共同販売利用促進について
　　　　　　・仙台市個人情報セキュリティ研修に小島工事部次長出席
３月23日（水）・宮城県中小企業団体中央会第４回理事会に渡辺理事長出席
３月24日（木）・３月度臨時理事会開催
　　　　　　　①労使交渉の結果について
　　　　　　　②平成27年度決算予想と利益処分のシミュレーションについて
　　　　　　　③東北配管工事業協同組合賛助会員加入について
　　　　　　・シンポジウム「東日本大震災から５年　企業のチカラ×東北の復興」に鈴木営業課長、

佐藤・菊地両営業係長出席
３月28日（月）・東北管工事業厚生年金基金分散会に渡辺理事長外出席
　　　　　　・仙台市技能職団体連絡協議会平成27年度第２回理事会に千葉常務理事出席
３月29日（火）・平成27年度宮管連理事会に渡辺理事長外出席
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３月31日（木）・決算棚卸し

４月１日（金）・人事発令
４月４日（月）・平成28年度新入社員研修に阿部翼職員、濱田真夢職員出席
　～５日（火）

４月７日（木）・宮城県立仙台高等技術専門校平成28年度入学式に内海副理事長出席
４月９日（土）・櫻井勝雄氏（一般社団法人宮城県消防設備協会会長）黄綬褒章受章祝賀会に藤井専務

理事出席
４月15日（金）・日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換会

に渡辺理事長外出席
　　　　　　・新政策研究会政策セミナー 2016に吉田常務理事出席
４月18日（月）・組合創立69周年記念日
　　　　　　・宮城県建産連団体長及び事務局長合同会議に渡辺理事長、千葉常務理事出席
４月19日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成27年度内の組合員のうごき（加入及び脱退）について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成28年度通常総会議案について
　　　　　　　　・平成27年度決算について（第１号議案関係）
　　　　　　　　・平成28年度予算案について（第２号議案関係）
　　　　　　　　・平成28年度賦課金について（第４号議案関係）
　　　　　　　　・平成28年度組合新規加入者の出資金及び加入金について（第５号議案関係）
　　　　　　　②平成28年度通常総会役員改選に伴う選挙管理委員について
　　　　　　　③平成28年度教育・研修及び福利厚生事業について
　　　　　　　　・宮城県管工業協同組合安全大会の実施について
　　　　　　・宮管連監査会に吉田常務理事出席
４月20日（水）・平成28年度資材仕入れ説明会に小林資材委員長、藤井専務理事、吉田常務理事外、メー

カー等31名出席
４月21日（木）・４月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③決算棚卸し（在庫）報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤資材委員会報告
　　　　　　　⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑦仙台市水道修繕受付センター業務委託（その２）の見積入札及び委託契約の締結に

ついて
　　　　　　　⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　　　　　　　⑨平成28年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　　　　　　　⑩組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成27年度決算見込みについて（総会第１号議案関係）
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　　　　　　　②平成28年度収支予算案について（総会第２号議案関係）
　　　　　　　③平成28年度通常総会提出議案内容について（総会第３号議案以降）
　　　　　　　④その他
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換

会報告
　　　　　　　②平成28年度水道施設整備費に係る歩掛表（ＧＸ形管の掘削幅等）の改定について
　　　　　　　③全管連第57回通常総会・全国大会（岩手大会）の諸準備状況について
　　　　　　　④熊本地震について
　　　　　　　⑤建設業における安全優良職長厚生労働大臣顕彰について
４月22日（金）・第４・四半期監査会開催
４月25日（月）・宮管組合近況報告会に渡辺理事長外、役員の現職とＯＢ等31名出席
４月26日（火）・４月度臨時役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①第４・四半期監査報告
　　　　　　　②嘱託員の雇用延長について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成28年度通常総会について
　　　　　　　　・議案書の決定について
　　　　　　　　・総会・表彰式・懇親会等について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①熊本地震被災地水道施設の応急復旧班派遣について
　　　　　　・熊本地震被災地応急復旧作業班の出発式に渡辺理事長外出席、第１次隊（12名）とし

て組合員中央管工業㈱・渡辺建設工業㈱が出動
４月28日（木）・宮管連平成28年度役員会に渡辺理事長外出席
　　　　　　・日水協宮城県支部第60回総会に藤井専務理事出席
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○組合員所在地変更

　三機工業 株式会社 東北支店（No.54） 【平成27年11月24日付】

　　新住所　仙台市青葉区一番町２丁目８番10号

　　旧住所　仙台市青葉区一番町１丁目３番１号

○組合員代表者変更

　東北ボーリング 株式会社（No. ９） 【平成28年３月３日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　熊　谷　茂　一

　　　　　　　　　前　　代表取締役社長　大　友　秀　夫

　株式会社 宮城日化サービス（No.61） 【平成27年11月26日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　伊　東　史　麿

　　　　　　　　　前　　代表取締役社長　伊　東　正　人

　ダイダン 株式会社 東北支店（No.15） 【平成28年４月１日付】

　　　　　　　　　新　　支店長　平　間　　　浩

　　　　　　　　　前　　支店長　大　張　秀　夫

　第一工業 株式会社 東北支店（No.24） 【平成28年４月１日付】

　　　　　　　　　新　　支店長　立　野　和　広

　　　　　　　　　前　　支店長　鈴　木　浅　次

組合員のうごき
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　三機工業 株式会社 東北支店（No.54） 【平成28年４月１日付】

　　　　　　　　　新　　執行役員支店長　太　田　伸　祐

　　　　　　　　　前　　執行役員支店長　宮　﨑　和　夫

　全栄興業　株式会社（No.110） 【平成28年４月１日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役社長　小　野　修　司

　　　　　　　　　前　　取締役会長　　　小　野　繁　雄
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理事（役員）会報告

－３月度理事会－

１．日　　時　　平成28年３月10日（木）15：00 ～ 17：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（好）理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事　　計14名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の２月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より、資材と工事の各共同事業について、それぞれ２月度の実績と予算比、及び前年比
等が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」若草号の掲載予定記事、機関誌発行に係る平成27年度収
支決算見込み、及び平成28年度収支予算案について審議した内容が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、所管する事業の平成27年度実施報告と、平成28年度事業計画に関する
協議内容等が説明され、一同了承した。

⑤売掛適正化委員会報告
　渡辺（好）売掛適正化委員長より、長期支払遅延組合員に関しての現況と今後の対応について説明
され、一同了承した。

⑥70周年記念誌第１回編集委員会報告
　渡辺委員長より、委員会での協議概要が報告された後、吉田常務理事より、「記念誌の表題につい
て」・「発行時期について」・「製本サイズについて」・「作成部数及び配付先の目安について」・「見積発
注先について」・「今後の作業工程について」の詳細が説明され、一同了承した。

⑦資材利用組合員謝恩企画実施報告
　小林資材委員長より、２月27日（土）～ 28日（日）に実施した首題謝恩企画について、参加者数や費
用等が報告され、一同了承した。
　なお、この件について本山資材副委員長より、参加者から大変好評だった旨が付言された。
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⑧組合員の脱退について
　須藤総務部次長より、協和工業㈱より提出された自由脱退の予告書について報告され、一同了承し
た。

⑨職員人事について
　藤井専務理事より、平成28年度人事として４月１日付け発令の７名について説明され、一同了承し
た。

※協議事項
①平成28年度通常総会提出予定議案等について
　吉田常務理事より、５月20日（金）に開催する平成28年度通常総会等のスケジュールと、総会予定議
案が説明され、一同了承した。

②㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　須藤総務部次長より、㈱宮城県管工事会館と平成22年４月１日に締結した土地賃貸契約について、
同社の内海社長より値下げの依頼があり、現在の路線価で算出した土地賃貸料の目安等から四役会で
協議した結果、覚書によって現行より減額改定し、契約期間を平成29年３月31日までの１年間とした
い更新案が説明され、一同了承した。

③労組の2015春季要求に対する回答方針について
　藤井専務理事より、労組の今時要求に対する使用者側の各回答方針が提案されるとともに、この理
事会で基本的な承認を得た上で、次回の団体交渉で文書提示して交渉にあたりたい旨が説明され、一
同了承した。

④セーフティネット基金について
　吉田常務理事より、セーフティネット基金の活用について、現時点での方針として、ＫＫＳ保証ファ
クタリングによる手形保証を基本としながら、万一に備えた積み立てを行いたい旨が提案され、一同
了承した。

※その他
①日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換会について
　藤井専務理事より、４月15日（金）に予定している首題意見交換会で業界側から提案する項目につい
て説明され、一同了承した。

②宮管組合近況報告会の開催について
　吉田常務理事より、４月25日（月）午前11時から「パレスへいあん」において、昨年同様、宮管組合
の役員経験者に案内して首題報告会を開催したいことが提案され、一同了承した。

③厚生科学審議会生活環境水道部会「水道事業の維持・向上に関する専門委員会」について
　吉田常務理事より、厚生労働省の下に新たに設置された首題委員会の委員に、業界を代表して渡辺
理事長が選ばれ、３月22日に第１回目の委員会が予定されていることが報告された。
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－３月度臨時理事会－

１．日　　時　　平成28年３月24日（月）16：00 ～ 17：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計13名
      　　　　　事務局　　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
①労使交渉の結果について
　藤井専務理事より、３月17日に労使交渉のすえ妥結した今年度の労働条件等について報告され、一
同了承した。

②平成27年度決算予想と利益処分のシュミレーションについて
　須藤総務部次長より、平成28年３月末の予想決算について説明され、一同了承した。
　次いで吉田常務理事より、セーフティネット基金の積立金額や、全管連第57回総会・全国大会に向
けた準備金等について説明され、一同了承した。
　また、藤井専務理事より、利用分量割戻し金と剰余金処分案等が説明され、一同了承した。

③東北配管工事業協同組合賛助会員加入について
　藤井専務理事より、東北配管工事業協同組合（理事長米山善人）に賛助会員として加入する件につ
いて諮られ、協議の結果、加入することで一同了承した。

－４月度理事会－

１．日　　時　　平成28年４月21日（木）15：00 ～ 17：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（好）理事・井上理事・本山理事　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中野監事・中鉢監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の３月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。
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②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ３月度の実績を含む平成27年度の年間
実績（累計）と前年比及び予算比について報告され、一同了承した。

③決算棚卸し（在庫）報告
　小川本部長より、年度末の資材部商品並びに工事部材料の在庫量が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、平成27年度内の組合員加入脱退について報告した旨、平成28年度通常
総会の予定議案及び役員改選に伴う選挙管理委員の件、安全大会の実施計画等についてそれぞれ協議
した内容が報告され、一同了承した。

⑤資材委員会報告
　小林資材委員長より、平成28年２月分迄の資材販売実績と資材利用組合員謝恩企画について報告し
た旨、次いで平成28年度資材展示会について協議した結果、実施する方針としたこと、また、理事長
より諮問された組合員の資材利用促進について協議した内容が報告され、一同了承した。

⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに仙台市公認排水設備工事業者の新規承認について
　小島工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者は平成27年12月から平成28年３月末までに新
規指定が12社、廃止が３社あり、３月末現在583社になっていること、次に仙台市公認排水設備工事
業者は平成28年４月１日付で新規承認が６社、承認取消が１社あり、同日現在で合計408社になって
いることが報告され、一同了承した。

⑦仙台市水道修繕受付センター業務委託（その２）の見積入札及び委託契約の締結について
　小島工事部次長より、平成28年４月１日付で仙台市水道事業管理者と委託契約を締結した首題業務
の内容と従事組合員、及び業務委託料（単価）と共通費等について説明され、一同了承した。

⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　小島工事部次長より、平成28年度官公需共同受注事業として取り組む首題工事について、共同受注
委員会並びに官公需共同受注事業企画・調整委員会の承認内容に基づいて入札参加し、平成28年４月
１日付で契約を締結したことが報告され、次いで、その配分や共通費等について協議した内容が説明
され、一同了承した。

⑨平成28年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　須藤総務部次長より、首題の件について、第２倉庫を前年同様の条件で、仙台市水道事業管理者と
平成28年４月１日付で賃貸契約した旨が報告され、一同了承した。

⑩組合員の脱退について
　須藤総務部次長より、㈲朴沢製作所より提出された自由脱退の予告書について報告され、一同了承
した。
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※協議事項
①平成27年度決算見込みについて（総会第１号議案関係）
②平成28年度収支予算案について（総会第２号議案関係）
　須藤総務部次長より、平成28年度通常総会に諮る首題の件について、財産目録、賃借対照表、損益
計算書等により平成27年度の決算内容と剰余金処分案等が説明され、次いで平成28年度の予算案につ
いて提案され、一同了承した。

③平成28年度通常総会提出議案内容について（総会第３号議案以降）
　吉田常務理事より、総会に提案する第３号以降の、各議案内容について説明され、一同了承した。

※その他
①日水協東北地方支部幹事都市管理者と全管連東北ブロック各県支部長との意見交換会報告
　藤井専務理事より、今年度と昨年度の首題意見交換会の内容が報告され、一同了承した。

②平成28年度水道施設整備費に係る歩掛表（ＧＸ形管の掘削幅等）の改定について
　藤井専務理事より、平成28年４月11日付文書で全管連より通知された厚生労働省の首題改定内容に
ついて、ＧＸ形管の掘削幅と接合作業幅が改定され、同年４月１日に遡って適用されることが報告さ
れ、一同了承した。

③全管連第57回通常総会・全国大会（岩手大会）の諸準備状況について
　藤井専務理事より、平成29年７月12日に開催が予定されている首題大会の準備状況等について説明
され、一同了承した。

④熊本地震について
　藤井専務理事より、熊本地震に関する情報、現段階では組合に応急復旧の派遣要請はないこと、今
後、全管連として義援金を募る予定であることが伝えられ、一同了承した。

⑤建設業における安全優良職長厚生労働大臣顕彰について
　千葉総務課長より、首題の件について、今後とも該当者がいる場合は積極的に推薦して欲しい旨が
説明された。

－４月度臨時役員会－

１．日　　時　　平成28年４月26日（火）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・千葉常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺（好）理事・井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・中鉢監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・千葉総務課長　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名
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４．議題及び議事経過
※報告事項
①第４・四半期監査報告
　武田監事より、４月22日（金）に行った平成27年度第４・四半期（決算）監査の結果、正確に処理さ
れている旨が報告され、一同了承した。

②嘱託員の雇用延長について
　藤井専務理事より、工事部調整課付嘱託員の嘱託契約期間が満了となることから、向こう１年間の
延長について諮られ、同条件で雇用延長することとし、一同了承した。

※協議事項
①平成28年度通常総会について
　・議案書の決定について
　・総会・表彰式・懇親会等について
　吉田常務理事より、総会議案書の原稿構成と内容、総会、表彰式、懇親会の各次第等について説明
され、一同了承した。

※その他
①熊本地震被災地水道施設の応急復旧班派遣について
　藤井専務理事より、４月24日（日）に日水協から同東北地方支部を与る仙台市水道局に対し、熊本地
震被災地の水道施設応急復旧班２班の派遣要請があり、同日、仙台市水道局から当組合に対し、復旧
作業班２班の出動要請があったこと、水工会の協力を得て、中央管工業㈱と渡辺建設工業㈱の２社（２
班）を派遣することとし、組合からは小島工事部次長が帯同し、本日（４月26日）出発したこと等が
報告され、一同了承した。
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国税だより
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発行／国税庁
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健康だより

宮城県登米保健所「健康学びゲーション」より転載
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〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

鳴
な り

合
あ い

橋

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　鳴合橋は、仙台市青葉区芋沢と青葉区上愛子を結ぶ橋で、昭和42（1967）年に完成し、長さ63.2メー
トル、幅員4.2メートルです。車が２台すれ違うことが出来ない狭い橋ですが、すぐ近くに拡張され
た橋が架けられています。新しい橋は、長さ157メートル、幅9.57メートルで、平成28（2016）年８
月末に供用開始予定です。
　橋の下の辺りは「鳴合峡谷」と呼ばれ、鳴合橋から見る風景の美しさ、断崖・奇石（七つ石：相

あい

逢
おい

石、松
まつ

茸
たけ

石、鞍
くら

掛
かけ

石、臥
が

牛
ぎゅう

石、起
おき

駒
こま

石、角
みみ

鴟
ずく

石、畳
たたみ

石）・川の流れる様子が格別だといわれています。
　この鳴合の名は、上流にダム等のなかった昔は、現在より水量が多かったと考えられ、この両岸の
崖が激しく浸食されている様子から、水の音がガーン・ザブーン等と響いていた（水が鳴っていた）
と考えられこの名が付いたそうです。
　橋の近くには、芋沢側に鳴合温泉旅館河鹿荘（平成24年３月に閉鎖）、西仙台病院、上愛子側には
宮城広瀬体育館・温水プール・運動場・テニスコートがあります。

■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」
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「流
りゅう

水
す い

腐
く さ

らず、戸
こ

枢
す う

螻
ろ う

せず」
　（「戸枢」は、開き戸が開閉するときに軸となる仕掛け部分。「螻」は、元々は「けら」のことだが、
ここでは広く虫をいう）流れる水は腐ることがなく、常に開け閉めする枢

くる

には虫がつかないとい
う意味から、常に生き生きと行動するものは、沈滞したり腐敗したりすることがないという例え。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　億　劫（　　　　　）
２　御　冠（　　　　　）
３　苛　苛（　　　　　）
４　爽　快（　　　　　）
５　欣　喜（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　ノウコウな色彩より淡泊を好む。　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　ノウコウに適する土地を求めて移住する。　　　　　　（　　　　　）
３　江戸時代に士ノウコウ商とういう身分制度があった。　（　　　　　）
４　名曲の演奏に聴衆はトウゼンとしている。　　　　　　（　　　　　）
５　赤信号で停止するのは、トウゼンだ。　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　大　義（　　）分　　　　　　　　　２　速（　　）即　決

※解答は37頁です。
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編集歳時記
（2016年初夏号№467）

いつも『みやかん』をご愛読いただきまして、ありがとうございます。
　今回、改めて専務理事をおおせつかりました藤井です。
　本号に記事も掲載されておりますが、５月20日に今年度の総会を開催いたしました。今回は役員の
改選期に当たり、慌しい総会運営となりましたが、皆様にご協力いただきましたお陰で、無事終了い
たしました。この誌面をお借りしまして篤くお礼申し上げます。選任されました役員一同、2年間の
任期中、力を尽くして業務遂行に当たりますので今後もよろしくお願いいたします。
　これからの２年間には、宮管組合として大きな行事を２つ予定しています。いずれも平成29年度な
のですが、その第一は、組合創立70周年を迎える事です。記念式典や祝賀会の他にも、記念誌の発行
やその他の事業も考えており、皆様には、是非様々な分野でご協力いただけますようお願いいたしま
す。
　２つ目の行事は、全国管工事業協同組合連合会の総会を、この東北地方で開催する事です。会場は
花巻市で、岩手県の組合が主体となって運営に当たりますが、東北ブロックとして宮管がその責任の
多くを担う事になります。これまでの例ですと、全国から７～８百名の会員が一堂に会し、議論と親
睦を深めるのですが、その人数からいっても、お世話には大変な気遣いと労力を求められます。非常
に大きな負担にも見えますが、東北地方の力量の見せ所でもありますし、また、東日本大震災被災地
の復興の現状をお知らせできる良い機会とも思いますので、何かそのような企画も取り入れられない
ものかと考えております。
　また、今回の総会では、黒字の決算のご報告が出来ましたし、組合をご利用いただいた皆様には、
利用分量割戻しを行う事も決定しました。これは、ひとえに皆様が組合の事業を御理解の上ご協力い
ただいている賜物で、改めてお礼申し上げます。
　ただ、業界の今後の状況は、必ずしも楽観的な観測を許すほど甘くはないと思います。総会におい
ても、万が一の事態に対応するため、セーフティーネット基金の立ち上げについてご了承いただきま
したが、その運営も含め、厳しい経営環境の中、組合員企業の皆様方と宮管組合の健全な経営と発展
のため、役職員一同業務に励んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

宮城県管工業協同組合　
専務理事　藤井　秀男
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．おっくう　　２．おかんむり　　３．いらいら　　４．そうかい　　５．きんき

二．　１．濃厚　　２．農耕　　３．農工　　４．陶然　　５．当然

三．　大義名分（たいぎめいぶん）
　　　　人として臣民として守るべき節義と名分。例：「大義名分をふりかざす」

　　　速戦即決（そくせんそっけつ）
　　　　持久戦を避けて、一気に勝敗を決すること。
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宮城県管工業協同組合　第42期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
副委員長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）

委　　員　阿　部　祐　光　（宮 春 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　遠　藤　義　郎　（㈱ 丸 浩 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）

専務理事　藤　井　秀　男

常務理事　吉　田　秀　之

編集・発行




